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1．は じめに

　国営常陸海浜公園で は、平成 12 年度か ら大規模公 園に

相応しい 樹林地管理 の あ り方を検討 して き た が、そ の よ

うなお り、管理 ・運営面で の 地域 との 連携強化 の 機運が

高ま りをみせ 、 また 、

一
方 で は管理費の 縮減を図か らな

ければな らない とい う課題が課せ られ て きた。そ こ で、

樹林地管理 の 方法に於 い て も、それ らに配慮 したかたち

で検討を進める こ とになっ た。こ の 業務で は 「樹林地景観

育成管理手法 」とい う名称を用 い て 、樹林地の 形態や利用

目的別 に類型的に分類し た植栽地 の 管理 方法を検討 して

きたが 、
こ れ らの 中で 、 前述 の 方向性に適う市民 の 協力

に よっ て管理 で きる区域があ る こ とが分か り、 導入 の 具

体化を探る こ とに な っ た 。

　樹林地管理 の中に 市民 の協力を導入する に当っ て は、

見本地区を用 い た実地試行を行い 、管理作業の 内容の 検

討や仕上 り水準、能率、作業時間、作業人数などデー
タ

の収集 ・検討を行 っ た 。 更に 、市民を対象と した講習会

を開催 し、管理作業の リーダー育成など 3 ヵ 年をか けて

鞴 を行い、樹林地管理 の パ ー トナ ーと して活動して も

らう運び となっ た 。 こ こ で は 、国営公 園に 於ける管理箇

所区分や作業概要の説明、市民の協力導入の経緯などを

報告する。

2，樹林地景観育成管理手法と市民の参加 ・協力に つ い て

（1）樹林地景観育成管理 手法に つ い て

　先ず国営常陸海浜公園で導入 を検討 して い る 「樹林地

景観育成管理手法 」につ い て 概説する。

公園や緑地施設の 目的 の ひ とつ に は 、
“

利用者 にとっ て

の 閃壷な利用環境 （景観面や環境面、更 に はそれ らの 波

及効果として の 心理的な安定、やす らぎな ど） を提供す

る こ と
”

があり、そ の 意味で は樹林地 の 健全 で 且 つ 美し

い 景観 をつ くり出す こ とは 造園管理 の 最 も基本的な仕事

と考えられ る。 しかし、実際 の 管理 の 揚では、こ の こ と

があま りうまくい っ て い ない 例が多い
。 管理 の 手を入れ

て い るにも拘 らずに改善されない の は管理方法に問題 が

あるためで あ り、それ らを解決す るために、親たに景観

面 に考慮 した管理方法 を検討す る こ とになっ た。

　国営常陸海浜公園 と（財）日本造園修景協会で は 、前述

したように、平成 12年度か ら樹林地管理方法 の 調査 検

討を開始 した。こ の 管理方法は伝統造園技術や基本的な

樹林地管理 の 考え方をもとにした方法で 、調査 ・検討の 特

徴 として 、現場で の 試行を行い なが ら管理 方針や作業内

容を と りま とめ る とい うか た ち を採 っ て い る。こ の 際、

試行の 場 は表一2 に示すよ うに、特卜生別 に分類し た樹林地

毎に設定 した。

　 また、現場 で の 試行 の 際には、豊富な経験 と優れた造

園家として の 資質を有す る技術者を指導 者として、検討

作業を行っ て い っ た。更に、これ らの検討結果や作業内

容等を整理 し、後日 「樹林地景観育成管理 手法」 と して

マ ニ ュ ア ル を策定す る予定で ある。

（2）市民の参加 ・協力に つ い て

　本業務で調査・検討して い る管理方法 と市民の 参加・協

力につ い て の 関係で は、次の よ うな点がき っ かけに な っ

て検討が始められた。

　本公園の 樹林地 の 大半は 、 後述するよ うに 、 昔 か ら育

成され て きた砂防の た めの 海岸林 で あ る 。 構成樹種は ク

m マ ツ ・ア カマ ツ が多く、

一
部にマ ツ ノザイセ ンチ ュ ウ

病に よるマ ツ林後退後に発達した雑木林が見られ る 。 そ

の他は、公 園整備に伴 う新規植栽林 で、そ れ ら樹林地 は

地 区毎に用途や景観が異なっ て お り、当然管理方法に も

違 い が考えられ た。

　本公園の 樹林地 の 大半を占め るマ ツ や雑木類な どの 既

存樹林は 、 かつ て 地域住民 の 手による下刈 りや落ち葉掻

きなどの管理 に よっ て維持 されて きた もの で あ る 。 そ し

て 、 その景観は管理が うまくい っ て い る とこ ろで は 、 現

在 で も非常 に良好なかたちを呈 してい る。近年 「市民参加

による森林管理 」の 活動は全国的な広が りを見せ て い る

が、もともと海岸林 の 景観は 地域住民 との 関係 の 中で 維

持 されて きた とい う
一

面 もあ り、「樹林地景観育成管 理 手

法」で もこ れ ら地域住民 の協力 を管理 の 中 に 取 り入 れ る

こ とがで きない もの か、とい うこ とか ら検討を開始した。

3．国営常陸海浜公園 の 樹林地構成の特性

（1）既存樹林地の歴史

　国営常陸海浜公園 の 既存樹林地は、表一1 の ような歴史

を持つ 。もともとは砂防を 目的と した海岸林 と して育成

され て きたもの で あ り、す べ て の 時期を通 じて 地域 との

関わりは 深 く、 地域住民 に よ る 手入れ は連綿と続けられ

て きた 。 し か し、近年、二 次林資源の 利用がなくなり、

また、公 園 と して も管理 の 手が入れ られずに、多くの マ

’
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ツ林等 が放置状態になっ てしま っ た。

（2＞主な樹林地形態

本 公 園の 主な樹林地形態 と して は、園地 の 修景効果を

高め る た め に配 置 され た 小樹林を除く と、麦 2 の よ うに

類型的に分類するこ とが で きる。これ らの 樹林地は、主

に構成樹種 の 違い や利用形態、機能、管理 の 方向性等 を

もとに区分 した もの で ある。

的景観をっ くり出すもの と して計画 され て い る樹林地で 、

比 較的来園者の 目 に つ き易い揚所に ある た め、公 園イ メ

ージに直結して い るこ とで ある。

　尚、そ の 他 の 分類 の 樹林地は、主に林床を活用 して遊

び場や休憩広揚 、 草花に よる修景などを行っ て い る直接

的な樹林地利用の 場（表
一2 の 「緑陰樹林地 」、「林床花修

景」）と、貴重植物保護等の た め の 特殊な管理 を行 う樹林

地 （表一2の 「保全樹林地」）お よび未開園 区域で ある。

表一1 常陸海浜公園樹林地の変遷

時 　期 概　 　　　 要 表趁 主な樹林地形態

江 戸時代 以前 ■ 慶 雲年 代 〔704 年 ）頃の 常「鹽国松松 涌等 に、禁伐 マ ツ LLIの 存 黏 称 樗嗣 d邑形態 主 广崎 種 概要

在を記 す（常陸風 土記）
単独 樹 種 ク1譎マツ げ カマツ 混 ア カマツ の 混交 す る クロマツ 林など で、林 内 を 散 第

「 散策1窃路など 交 1 林等 の 軽慶 の 利用 に 供する 樹林題

■ 1500 年代まで 　　既存樹林 の 保護程度 の 消極的 な砂 防林 の 亅 〆一八’キー・アxレ∫ クu マ ツ （ア カ マ ツ 混 ア カ マ ツ の 混 発 する ク ロマ ツ 林な ど で ，林内を穣極
緑 脳 林 地

醐 設 ヨ ック広場 交， 的に利用する桝林地

各稲混交林 如 マツ・ナクラ・サルXへ’マツ 類や常緑樹 に サクラなどの花木を混交した漉
江 厂1時代 圏 水 戸 藩 政時代 一→ 卸立山制度 の も とに 林地 の 保護 、御 立山 は

（計 画 植 粉 軒・クハ「キ等 林樹 林 地

砂 防塩 害防 1｝二林等 の 保 安林 も含 まれて い た が、多 くが薪 杯床花澀（スイセン
・ マツ 林 の 林床 を 壁理 し、ス イ セ ン やチューリップな

ア カマツ・クロマツ

炭林 、用材 林 として利 用 され、白姓に よ る林床 管理 が認 弛
一
リフプ ガ

ー
デの どの草花を植栽した樹林地の花壇

花木等冑成〔ヤマツ
め られ て い た． 沐床花修景

ツシ 等 林 床 花 木・アカ7．ソ・蘯 姪 広 葉 樹

ヤマツ ツ ジなどの 林床花木を育成したマツ林或 い

ト は轄葉躍梁樹林、混交林

明 治時代 鬯 1列治時代
一

海岸林の 乱伐や耕地 化 に 伴うマツ 林の 伐採。そ 1　　 林 混交林
1

の締果、飛砂に よ る被害急増。明治申期に 砂防法や 森林 樹

」
　 床 の 草 花頚 ｝

法を 制 定 し 、砂 防事業 の 規模 拡大を 図 る、（砂丘 の植林技 篭
保 全 樹林地 単独樹穐 ア か 子ツ・クロマツ 樹林地の保全を口的とし たもの

術の 発 達） 常薗 II岡 港南繰
ア カマツ

常陸 瑯 珂 港南線 に 面 した ア カマツ 〔クロマツ 混交）を

付 近 c厂カマツ林 〕 中 心 とし た 黼 樹 林 地

大 」E ・昭 和 時 代 緩衝樹林地臆大 藍時 代　　海岸砂正 地の マ ツ 林 化が 完成。薪炭林 経営が な マツ・落葉広葉鮒 ア カ マツ ・落葉広葉 道路 に 面 し たア カ マツ・落葉広葉樹 か らなる 緩衝橙

（軍用地化以 前） され 、手 入 れ行 き届 く。 混喬林 拑 林地

軍 用 地 化 か ら水 ■随 羃 買収 によ り国有 地化。兵舎や溺 走路 、射爆場 な どに利用． 大小木腸在 の 雑 」1厚・クヌキ
1・
ヤ妙
」
クラ
・

大小の繃木の 混在した雑木林
木林 イヌシテ

’
等

戸 対 地 射爆 場返 公 園 中部 〜南西 部に か け て マ ツ 林伐採、范地的環境化． コナラヴ ヌギ・ヤマ屮’ケラ・
大 径 木中心 の ” 大 径 木 中 心 の 雑 木 林

逮 まで 〔11霞和 13 ■戦後米 軍に援 収。草地的環境維持。但 し、マ ツ 林内への
一．
定 二 次林景観 イメシテ

’
等

年 〜48 年 ） 慢度 の 立 入 りが 許 可 され、枝拾い や落 ち桑掻き等が行 わ
樹林 地 大 径木 中 心 の マ

　 ツ 林

アカマツ
・
クロマツ 六隠木

lr
心 のマツ林 で、二 次林智理を行う樹林地

れ た 。 ア カマツ ・ク ロマ ツ幼 ア カマツ や ク 1ユマツ の 幼 齢 木 林 で 、二 次 林 管理 を

幼林齢の M
返 謄 か ら国 営 公 靨 基 地返 還に よ り園 の 所有。マ ツ林への 立入 りは厳 しくな っ た 齢木林 行う樹林池

國 開園 まで が、一部 で は利用 許可。燃 料や堆 肥 と して の 利 用が 必要な
上記 の 考え方を整理す ると以下の よ うになる。

（il召和 48 イ「
』〜平

成 3 年）

　 　 くな り、ほ とん どが放置 され る．
薗松 枯れ 病 （マ ツ ノ ザイ セ ン チ ュウ病）被害が 全 圜的に広 が る

A 区域 園地 として 直接利用する樹林地 で、より快

中、昭 和 50 イ
「・代半 ば全 県 下 に 拡大。公 園内マツ 林 に も大 適な公園空間 （景観や環境を含む）を提供す るため

きな被 書．昭和 56〜57年 にか けて 全 園の 1／ 4 相 当量が の 樹林地管理地区。一般的 な園地地 区 の 植 栽地及

枯死 。 び整姿剪定な どの 造園技術 を必要とす る植栽地 を
■ 松 枯れ 被害 の 後 、跡地 は コナ ラを 主 体 と し た 落葉広 葉樹 林

対象 とす る もの で あ る。
化．

B 区域 ：本公園 の 既存林 の
一
部で、二 次林景観 と動植

■ マ ツ 林 が 残存 して い る とこ ろは．昭 和 55 年 〜58 年頃 の松 稚，
れ 1「寺期 の 若 齡林分 や その 後 の 更新 林 等、 物の 多様性の維持を 目標とする樹林地管理地区。

国営公 園 開園後 鬮 港 湾整 備等 に よ リ マ ツ 林が減少 。公 園北西 部に砂 丘 地 の マ ツ 本文 で管理方法を検討 して い る樹林地で、主に 「み

（半 成 3 年 〜現 林 が残 る ． は ら しの 丘 」や 「ひ たちなか 自然の 森の
一

部」、緩衝

在〕 ■ 公 園北 幽都 は未 開園 区域 が大 半を 占め 、放 置状態 にあ るため 緑地帯な どの 樹林地を対象とする。
多層 林化 が進 む． C 区域 ：本公園の 広大な既存林に 生息・生育す る動植

賜 林床管理 がなされな い ため、貧 栄養価 で生 育して い たオオ ウ

メ ガ サ ソ ウに 代表され る 貴篁 種 が影 響を受けて い る ． 物お よび 地域の 特徴的な地 形や景観の 保護 を 目的

レ ≒ト ス
・
謝 士士椡 h紬 Fτ アrハ 甜 f「デ 浄　

一
痴 士髭 “

“
由

、
　 レ チ 芦

4．管理区域と管理 方法の検討

（1）管理区域の 区分

　 「樹林地景観育成管理手法」 では景観育成を考慮した

管理 方法を検討する 立場か ら、常陸海浜公園 の 海岸林維

持に関わ る か っ て の 管理作業に着目し、海岸林等の 二 次

林と して維持管理 して い く区域を分類 した。表
一2 の 中の

「緩衝樹林地」および 「二 次林景観樹林地」で あ る 。 こ れ ら

の 樹林地の 特徴は、主園路に隣接する緩衝緑地や里 山林

　　　とする 樹林地 地 区。こ の 地 区も二 次林 が 中 心 とな

　　　るが、既存環境の 保護 を 目標 とするために維持管

　　　理を制限する箇所、或 い は、特殊な管理をする箇

　　　所 で、概ね現時点 で は未開園区域で あ る。

　 こ れ らの 区域を実際の 図面に落 とす と、図
一1の よ うに

な る 。 A 区域 に は プ レ ジャ
ーガ

ー
デ ン （遊具施設）、大草

原 （芝生広場）、沈床池な どの 施設や、ス イ セ ン ガ ーデ ン ・

チ ュ
ー

リッ プガーデ ン な どの 草花花壇が整備 され て お り、

各施設等は樹林地と複雑に絡ま りあっ て配置 され て い る。

それ に対 して、B 区域はま とま りの ある面積を有する樹
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林地 になっ て お り、主要回遊園路を除く と施設配置は少

ない 。ま た、C 区域に つ い て はその ほ と ん どが 未開園区

域で ある。

図
一1 樹林地管理区域 区分

的な能力が他 の もの に較べ て 問われ るこ とが少ない 事 か

ら、地域 の 市民 との 連携 の 場 と し て 活用す る こ とが考え

られ、海岸林等 の 景観や環境の 維持が 目標とな る。ま た 、

樹林地を使 っ て の レ ク リエ ーシ ョ ン活動で の 利用等も目

標 の
一

つ になると考えられ る。

5．市民参加による管理方法 の 導入

（1）市民参加による管理方法 導入 の フ ロ
ー

　市民参加 に よる管理 方法の導入 に当っ て国営常陸海浜

公 園で は、3 年間 に 亘 っ て の 調査・検討 を経て実施され る

こ とになっ た。そ の フ m 一
は図

一2 の 通 りで ある。

平成 13 年度

平丿戈 14 イ1三度

（2）植物管理作業の内容の特徴

　上記 の 区分を行 うに当 っ て、管理作業にはそ の 目的に

応 じて 、内容や必要とされ る技術に違い があ る こ とが分

か っ た。以下 の よ うな特徴を指摘する こ とがで きる。

ロ　 A 区域に お い て は、快適な公 園お よび樹林地 （植栽

　　 地）景観 を維持管理 して い くた め に 、木 組みや整姿

　　 剪定な どの 樹芸 と して の 造園技術・
技能 を 駆使 して

　　 行 う作業及びそ の 方法が必要である。

囗　 B 区域におい て は 、 樹芸等 の 造園技術を必要 としな

　　 い が、繰 り返 し手入れを行うこ とで樹林地景観を維

　　 持管理 する作業及 び そ の 方法が必 要で ある。

　尚、C 区域にお い て は、管理費の 配分上、未開園区域

に は 原則管理 の 手を入れ ない 方針 で ある こ とか ら、
こ こ

で の 検討対象に は な っ て い ない 。現況環境保全 の た め の

管理方法の 検討は必要 で あるが、触れな い もの とした 。

　 こ こ で、A、　B 区域 に おけ る 管理作業 の うち、内容 的に

大 きく食い 違 う点は、樹芸 として の 『木組み』や 『剪定

術』 を必要 とす るか、否かにあると考 えられた。

　そ の ため、B 区域に お い て は 、か つ て海岸林で あっ た

時代 にみ られ た 地域住民 に よ る農作業や 生 活 に密着 した

手入 れ作業が最 も必 要 で あ り、A 区域に み る よ うな造園

技術・技能をあま り必要 とし ない の で あ る 。 しか し、何れ

の 場 合で も植物管理 は継続する こ とが大切であり、こ こ

で最も必要な こ とは、定期的に作業を実行して い くこ と

が で きるシ ス テ ム をつ くるこ となの であ る。

（3）樹林地管理 の方向性

　区分 した管理 区域毎の 樹林地管理 の 方向性と して は、

次 の ように考えられ る。

　A 区域に つ い て は、管理 に 造園 の 専門技術を多く必 要

とする た め、専門業者 に よ る管理を行 う場 と し、快適 な

樹林地景観 の 維持や新たな景観魅力 を引き出すこ とを目

標に考えて い る。

　 また、B 区域に つ い て は、管理作業へ の参加者 の 個人

平成 15年度

平成 16 イ1三度

地咒指導畜と市民参加 に よる作業の確認、＝次林バ イ オ マ ス の酒用屶法の検詞

図一2　市民参加 に よ る管理方法の導入 フ ロ
ー

（2）管理担当者を交 え て の 実地試行

　こ こでは 「市民参加による管理 」 の 導入に当っ て、事

前に管理担 当者 を交えて の 実地試行 （見本地区を用 い て 、

実際の管理作業を試行）を行 っ た。平成 13年度の業務で 、
マ ツ林と雑木林を各 1箇所つ つ 対象地に選び、管理方針、

管理作業の 内容と作業能率等の 確認 を行っ た。

（3）市民参加型の 体験講座 の 開催

　平成 14 年度業務 で は、参加 市民 の 可 能性 を具体的 に探

るために 、「体験講座」とい う名で 市民 の参加者を公募し

た。日程は 1月 24・25 日の 2 日間で、応募者総数は延 べ

49名で あっ た。こ こ では二 次林管理 の 作業方法 の ほか に、

里 山林管理 の 歴史や社会的な意義に つ い て の 講義 も行 い 、

屋外作業と机 上 で の 学習 の 両面か ら管理作業 を体験 して

もら っ た。

・　襲 繋

写真
一1 ア カマ ツ 林での 作業風景　　 　写真

一2 雑木林で の作業風蚤

　こ の 年度に は 、市民参加 に よ る管理作業にお い て、円

滑な作業、確実な成果お よ び作業中の 揚 の 雰囲気づ くり

等が 「作業の指導者」の力量に よ っ て左 右され る こ とか ら、

地元指導者の 育成とい う視点 も併せ て考慮 した 。

　平成 15年度業務では 、 前年度 の 『体験講座』参加者で
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もあ る 地 元在住の 指導者に よ る管理作業を行 っ た。ま た、

その 他に、雑木 の 間伐材 の 有効活用につ い て の 課題を設

定 し、堆肥づ く りや木柵 づ くり、椎茸 ホ ダ木 づ くりなど

の 作業 も行 っ た。参加者数 は募集案内 の 遅れ等が原因 し

て、延 べ 34 名 で あっ た。

（4）平成 14・15年度の 「体験講座」 の結果

　平成 14・15年度の 「体験講座」 の 結果か らは 、以下 の

ような点が分か っ た。

ロ　 地元市民 の 参加者が 両年度 とも約 7割を占め、地域

　　 市民の 参加意欲 が 確認された。

［コ　 参加者 の 年齢層 で は、50〜60 代 の 比率が高 く、あ

　　 わせ て約 8割を占め る結果とな っ た。こ の 年齢層が

　　 今後 の 管理 の 中心的な協力者で あ る と考え られ た。

　　 男女 の 比率では、男 ： 女：＝3 ： 1 で あり、男性 の 占

　　 める割合が高 い 。

囗　 参加 の 動機につ い て は約 7 割 の 人が管理作業に興

　　 味を持 っ て い る こ とが分か り、作業後 の 感想 で は 、

　　 8割 を超 える人が満足 と答え て い る。また、今後 の

　　 参加希望に つ い て は、9 割を超え る人が継続参加を

　　 希望 して お り、 市民による樹林地管理は充分期待 で

　　 きる もの と考えられた 。

ロ　 ほ とんどの参加者が未経験者で あっ たが、無理 の な

　　 い作業量 と適切な指導の も とで の作業結果は、景観

　　 的に見て も良好なもの に な っ た。

囗　 管理作業の 頻度は 、樹林地景観 と して捉えた場合に

　　 於 い て は 1 回／ 1〜3 年程度 の 手入れ で よい 。

ロ　 冬期の 作業の 場合 、

一
日の 実働時間は約 3〜4 時間

　　程度ときわめて 短 い 時聞しか設定で きない 。 また、

　　 1 入／1 日の 未管理 樹林地 で の 作業面積は、標準で

　　約 30   程度 （表一3参照）と考え られ る。

表
一3 未管理樹林地で の 1 日の 作業量 （冬期）

作業 の 内容 1 日の 作 業

下刈 り、除伐・間伐、落ち葉掻

　　　　 き、搬出

　 約 25〜35   ／人・日

（標準作業量 ；30   ／人・
目）

注）　 ・上記の 数値は平成 13〜15年度の 試行 か ら算出 した もの 。
　 　 ・但 し、1 目の 実働時間 を 3．5時 間 とす る。

（管理 前）

（管理後）

写 真
一3　市民参加に よる管理樹林地の例（平成 15年度）

造 園技術報告集 3 ，2005

　市民参加 に よ る手入れ 作業を計画する際に 大切 な こ と

の
一

つ は、そ の 日 1 日の 作業 で 完全に終了で き、参加者

に達成感 が 得 られるよ うに作業量を配分するこ とだ とい

われ て い る。今回 の 「体験講座」 か らはその 目安 となる

数値が得 られた。本公園の ケ
ー

ス で は、立木密度 が 高く

下草の 量が多い場合に は約 25   ／人・日、少な い 場合に

は約 35   ／人
・日程 度が 妥当と考えられ る。

（5）市民による樹林地管理活動シス テム の 立 ち上 げ

　平成 14・15 年度の 「体験講座」の結果を経て 、平成

16年度は 「樹林地景観育成管理手法」の 管理方法 の
一・

つ

と して、市民参加 に よ る樹林地管理を行う最初の年度で

ある。本稿執筆時点で はまだ実行に移されて い ない が、

慨ね 「市民ボラ ン テ ィ ア に よる管理活動 と 「児童を交え

て環境学習を兼ねた樹林地 で の イベ ン ト活動」の 2 本 立

て で 進め る こ ととな っ た 。

　活動内容の違い は、前者が樹林地パ ートナ ーを 中心 と

して ボラ ン テ ィ ア 登録を した 市民 に よ る活動で 、主 に 二

次林の管理作業に 重点を置 い た もの で あ り、後者が親子

による参加を中心 と して 主に樹林地に親 しみ、バ イオマ

ス 資源の 循環等 につ い て学習す る こ とに重点を 置い た も

の で ある。尚、これ らは今年度秋期か ら活動開始する予

定である。

6．今後の課題

　樹林地景観育成管理手法 と名付けた修景面に配慮 した

管理方法を とりま とめ る に 当 っ て、砂防海岸林 で あっ た

本公 園の 既存樹林地 の
一部の 管理 で 、本業務で は か つ て

の 管理者と同 じ地域市民 の 協力を得る こ とを検討 してき

た。平成 13〜15 年度の現場 で の 試行 で は比較的希望 の

持 て る結果が得 られたが、管理対象樹林地 の面積は広 い

ため、人材 の 確保など実際の 場 で機能す るか ど うか は今

後 の 取 り組みに掛 か っ て くる こ とに なる。樹林 地パ ート

ナ
ー

等現段階 で の 協力者数 は 少数規模 で あ る が、今後規

模 の 拡大 と人材 の 定着が 課題 とな る。
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